





























































































































































































































　また、⑷の設問は、〈課題の発見 → 探求 →解決〉の能力の育成を意図
したものだが、ペア・ワークとすることで、まずは１人で考え、次にパー
トナーと意見交換し、最終的に自身の意見として文章に集約するという、






















































































































































































































































































































































◦岩崎千晶・山本敏幸「アクティブ・ラーニングを支えるCourse Management System 《CEAS》
を主軸としたICT活用による授業デザイン　　教職科目・初年次教育科目を事例に　　」『関
西大学ITセンター年報』第３号、2012年度版。
◦（講演記録）佐藤広子「主体的な学習を促進する授業環境の構築」『第１回FD研究会報告』
2013年７月。
◦友野伸一郎「『深い学び』につながる『アクティブラーニング』とは」『キャリアガイダンス』
第45号・別冊付録、2013年２月。
